基礎・応用コース③　機械設計の基礎と応用
■主担当講師
　高松洋至（高松開発設計事務所）
■概要
　　機械を創造するための基礎となる機械設計の業務においては、材料、強度、精度、安全性、寿命、加工方法、コストなど多くの項目を総合的に検討する必要があります。
　　本コースでは、これを１０項目の設計技術要素に分類して、設計理論と知識を学習します。理解を深めるために、重要な技術要素のあとには、設計演習を組み入れ、また、
　　後半の機械設計実習においては、色んな設計技術要素が含まれた機械をテーマに選定し　
　　設計構想、強度計算、設計、製作、組立、破壊試験まで、一連のモノづくり技術とプロセスを学習します。
　　これら全２０回の設計基礎技術の学習によって、合理的な製品設計力を身に着け、実務
　　　への活用を目指します。
　　
■学習目標
　　（１）はりや軸の応力やたわみの計算が実行できるレベルに達すること。
　　（２）ねじや歯車など重要機械要素の設計理論を理解し、強度計算が実行できるレベルに達すること。
　　（３）ベアリングやボールねじなどに求められる要求条件に合致した最適サイズの選定ができるようになること。
■受講対象者：　高校卒業程度以上の学力を有し、機械設計を学ぼうとする者。
　　　
■受講者数：　１０名
■特徴、ポイント
　　　　・設計技術の基礎的領域に重点を絞り、特に、機械力学、材料力学などの基礎理論の理解容易化に力点を置き、“強度的裏づけのある設計”が実行できるよう、講義・実習のカリキュラムを工夫しました。
　　　　・基礎理論の理解を助けるために、難解なところは、簡単な実験モデルを活用します。
　
　　　
■コマ数：　　３時間×２０コマ
■各コマの詳細
　　
	回
	　　日時
	　場所
	項目
	　　　　内　　　　　　　容

	１
	9／16
　　（水）
16:30～
19:30
	沼津
　高専
	講義
	機械設計の基礎

	
	
	
	●目標:機械設計に必要な広範囲な検討事項について、
　　　　　その基本を学習する
●特徴:良い設計とは何かを分かり易い事例を集めて理　　　　
　　　　　解を深める

	２
	９／１８
　　（金）
１６:30～
19：３０ 
	沼津
　高専
	講義
	材料強度と安全率

	
	
	
	●目標:機械材料の特性と材料の破壊強度を学び、それ　　　
　　　　　を基本とした部材安全率の取り方など、理論と
　　　　　経験により積み重ねられた強度設計方法を学習する
●特徴:はりのたわみ形状、軸のねじりなど、理論と併
　　　　　せて簡単な実験モデルにより理解を深める

	３
	9／２５
　　（金）
16:30～
19:30

	沼津
　高専
	演習
	はりや軸の曲げとねじりの応力及びたわみについて
の計算演習

	
	
	
	●目標:部材に働く力、応力、たわみの理論と計算技術
　　　　　を身につける
●特徴:多くの事例について演習する

	４
	9／30
  (水）
16:30～
19:30

	沼津
　高専
	講義
	機械の精度

	
	
	
	●目標:機械部品の加工精度は、多様な要素から形成さ
　　　　　てゆくこと、機械の機能面から部品に与えるべ　　き合理的な精度について学習する
　　　　　
●特徴:軸と穴のはめ合いにおいて、各種クリアランスのはめ合い状態を、現物を用いて体感するよ
う工夫
　　　　


	５
	10／２
　　（金）
16:30～
19:30
	沼津
　高専
	講義
	軸系要素

	
	
	
	●目標:軸の設計には、曲げモーメント、ねじりモーメントが単独に作用する場合と、両者が同時に作用する
　　　　　場合があり、それらの応力、ひずみを基本に軸径
　　　　　を定める設計技術を学習する　　　
●特徴：簡単なモデルにより、軸の曲げ、ねじり変形の理
　　　　　解を深める
　　　　　

	6　
	10／7
  （水）
16:30～
19:30
	沼津
　　高専
	講義
	動力回転伝達要素

	
	
	
	●目標：歯車が等速回転で動力を伝達できる原理、歯車の
　　　　　長所、歯車の実用的な強度計算手法など、歯車の
　　　　　基礎理論と実用設計技術を習得する
●特徴：歯車の実験モデルを使って、歯車の動力伝達のメ
　　　　　カニズムについて理解を深める

	７
	10／１４
    (水)
16:30～
19:30
	沼津
　　高専
	演習
	軸の応力、たわみ計算、歯車諸元の計算演習

	
	
	
	●目標：軸の応力、たわみ、歯車諸元についての計算技術
　　　　を身につける
●特徴：基礎的な領域に絞り、多くの事例について演習

	８
	10／16
    (金)
16:30～
19:30
	沼津
　　高専
	講義
	締結要素

	
	
	
	●目標：ねじの原理、ねじの材料、強度など、ねじの基礎
　　　　理論を学習する
●特徴：ねじの正しい仕様選定方法、実務に役立つトラブ
　　　　ル防止方法を学ぶ

	９
	10／21
    (水)
16:30～
19:30

	沼津
　　高専
	演習
	ねじの仕様選定計算演習

	
	
	
	●目標：ねじの締結条件が与えられた際に、ねじ仕様決定
　　　　に至る計算プロセスを身につける
●特徴：基礎的な事例について強度計算演習を行う

	10
	10／28
    (水)
16:30～
19:30
	沼津
　　高専
	講義
	軸受け、案内面

	
	
	
	●目標：すべり軸受け、ころがり軸受についての許容荷重
　　　　寿命、取り付け方法、コストなど、それぞれの
　　　　特徴を生かした選定の方法を学習する
●特徴：最新の転がり案内について、使用条件、荷重、寿
　　　命など、サイズ選定のプロセスを分かり易く示す　　　

	11
	10／30
    (金)
16:30～
19:30
	沼津
　　高専
	講義
	送り運動要素

	
	
	
	●目標：各種の送り要素について、構造、性能、コスト面
　　　の特徴を学び、特にボールねじについては、寿命
　　　算出のプロセスを学習し、正しい仕様選定ができる
　　　設計技術を習得する
●特徴：ボールねじの正しい仕様選定のために、直線運動
　　　　と回転運動の力学上のポイントをわかりやすくまとめ、強度や寿命計算の理解に役立てる

	12
	11／4
   (水)
16:30～
19:30

	沼津
　　高専
	演習
	ボールねじの計算演習

	
	
	
	●目標：理論に基づいたねじの仕様選定技術を身につける
●特徴：基礎的な計算に絞った事例の演習を行う

	13
	11／６
　　　（金）
16:30～
19:30
	沼津
　　高専
	講義
	リンク・カム機構及びばね・緩衝要素

	
	
	
	●目標：各種リンク機構の作動原理及び各種ばねのサイズ
　　　－荷重―応力の関係を学び、適切な選択を行うこと
　　　のできる設計技術を習得する
●特徴：各種の使用事例を多く取り入れて理解を深める

	14
	11／11
    (水)
16:30～
19:30
	沼津
テクノ
カレッジ
	実習
	（１）テーマを指示し、その構想と力学系の検討

	
	
	
	●目標：10名を２グループに分け、グループ毎に実習作品
　　　　をまとめる。先ず、要求条件を満たす機械のラフ
　　　　レーアウトを行い、各部材に働く力を計算し、部
　　　　材のサイズを決める根拠を明確化する技術力を
　　　　身につける。
●特徴：できるだけシンプルな機械で重要な機械要素を含
　　　　んだ機械をテーマに選ぶ。　　　　　　　

	15

	11／18
   (水)
16:30
  19:30
	沼津
テクノ
カレッジ
	実習
	（２）部材に働く力と応力計算

	
	
	
	●目標：部材に働く力により、サイズ⇔応力の計算を繰り
返して、許容応力内に納まる部材寸法を決定する
設計力を身につける。

	16
	11／２０
16:30
  19:30
	沼津
テクノ
カレッジ
	実習
	（３）機械の細部レーアウト

	
	
	
	●目標：強度計算により求めた部材の寸法をもとに、機械
　　　の細部レーアウトをつくる設計技術を学ぶ。


	17
	11/25
    (水)
16:30～
19:30
	沼津
テクノ
カレッジ

	実習
	（４）単体部品図作成

	
	
	
	●目標：設計図面に寸法、精度、面粗度、材質、熱処　　
　　　　　理などの最適設計仕様を表現できる設計技
　　　　　術力を身につける

	１８
	11/27
    (金)
16:30～
19:30
	沼津
テクノ
カレッジ
	実習
	（５）単体部品図作成

	
	
	
	●目標：設計図面に寸法、精度、面粗度、材質、熱処
　　　　　　理などの最適設計仕様を表現できる設計技
　　　　　　術力を身につける

	１９
	12/2
    (水)
16:30～
19:30
	沼津
テクノ
カレッジ
	実習
	（６）単体部品図作成

	
	
	
	●目標：設計図面に寸法、精度、面粗度、材質、熱処
　　　理などの最適設計仕様を表現できる設計技
　　　術力を身につける

	２０
	12/16
     (水)
16:30～
19:30
	沼津
テクノ
カレッジ
	実習
	（７）単体部品図作成

	
	
	
	●目標：受講生の設計図により、外部で製作された部
　　　　品をグループＡ，Ｂ毎に組立て、問題点を
　　　　修正しながら組立てを完成させる。
　　　　作動機能に問題のないことを確認した後、
　　　　アセンブリで強度試験を行い、機能を評価
　　　　する。最後に、グループ毎に学んだことを
　　　　整理、確認する。


